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卒業卒業卒業卒業プレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーションプレゼンテーション・・・・レポートレポートレポートレポート作成要領作成要領作成要領作成要領    

（２０１０年９月 地球市民学科） 

 

卒業プレゼンテーションを行おうとする者は、次の要領で、所定の期日までに前提レポ

ートを提出すること。 

 

締締締締めめめめ切切切切りりりり：大学の指示に従うこと 

 

提出先提出先提出先提出先：学務課および地球市民学科（詳細は別紙「卒業プレゼンテーションの題目およ

び最終レポートに関する概要」に従うこと） 

    

字数字数字数字数：12000 字以上（図表、絵・写真、文献・資料リストなどは除いて数えること）。 

   A4 用紙サイズ、40 字 30 行、余白上 35mm, 左右下 30mm。 

   英語の場合は 5000words 以上（図表他を除く）。 

A4 サイズ, 40 字 18 行、10.5 ポイント、余白上 35mm, 左右下 30mm。 

   レポートはすべて文章でつなげること。語句の羅列や箇条書きふうのものであっ

てはならない。所定の表紙を付けて出し、受け取りをもらうこと。 

    

書書書書きききき方方方方： 

 １）テーマは最後に提出したものを変えないこと。 

 ２）内部の構成は、問題意識、仮説、サーベイ（研究・調査：文献・資料サーベイ、

フィールド・サーベイ）、サーベイ内容、分析、発見、結論、の順番でも良いが、できるだ

けもっと内容を表すものを考えてみること。 

 

  例例例例（カッコのなかは省略しても良い）： 

 

  地球市民の生き方：ＮＧＯ「○○」の活動をとおして（テーマ） 

   １ なぜ生き方が重要か？（問題意識） 

   ２ 自覚的な生き方をすれば輝いてくる（仮説） 

   ３ ＮＧＯ「○○」の結成と活動（文献・資料のサーベイから） 

   ４ 創意を発揮すれば周りの人も認めてくれる：活動家たちの事例 

     （面接調査、フィールド・サーベイの結果から） 

   ５ 相互作用をつうじた活動で人はたがいに輝いてくる（分析） 

   ６ 内気だったＡさんが生き生きとしてきた（発見） 

   ７ 人はやりがいを見いだせば輝く（結論） 

 

 ３）この程度のレポートは大げさに章、節、などとしなくともよい。１，２，３、、、

などで章あるいは節に相当するものをわけ、そのなかを分ける時は１）、２）、３）、、、さら

にそのなかを分ける時は（１）、（２）、（３）、、、などとする。 

 ４）文章は適宜段落（パラグラフ）に区切り、段落の最初は１字空けること。 
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 ５）文献・資料や人の話などからの引用は、必要最小限度でとどめ、「 」でくくっ

て引用であることを明示すること。人の意見を自分の意見であるかのように主張してはな

らない。 

 ６）引用や言及を示す注は、レポートの最後に文献・資料リストがきちんとついてい

れば、（国境なき医師団, 2010,09.18）（庄司, 2008, p.16）（デランティ, 2008, p.134）など

の形で文中に挿入すればよい。 

 ７）それ以上の注は脚注として各ページの下に入れること。読む立場からしても、そ

れがもっとも読みやすい。 

 ８）最後に必ず文献・資料リストを掲げること。書き方はこれまでの方式に従う。以

下を参照。 

 

ホームページホームページホームページホームページ・・・・文献文献文献文献・・・・資料資料資料資料のののの挙挙挙挙げげげげ方方方方（（（（リストリストリストリストのののの作作作作りりりり方方方方））））    

（（（（ホームページホームページホームページホームページのののの場合場合場合場合はいきなりはいきなりはいきなりはいきなり httphttphttphttp…………をををを書書書書かずかずかずかず、、、、必必必必ずずずずページページページページのののの著者著者著者著者とととと最近最近最近最近のののの更新日更新日更新日更新日、、、、分分分分からないからないからないからない場合場合場合場合にはにはにはには見見見見たたたた日付日付日付日付、、、、

およびおよびおよびおよびタイトルタイトルタイトルタイトルをかかげることをかかげることをかかげることをかかげること。。。。順番順番順番順番はははは、、、、著者著者著者著者のののの姓姓姓姓でででで日本語日本語日本語日本語アイウアイウアイウアイウ順順順順、、、、英語英語英語英語 ABCABCABCABC 順順順順にするにするにするにする。。。。表記表記表記表記もももも必必必必ずずずず姓姓姓姓をををを先先先先にににに出出出出

すことすことすことすこと。。。。下記参照下記参照下記参照下記参照。）。）。）。）    
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